






















































































て分かる（Mitchell et al. 1999）ことや、経験財であるサービス製品の特性から消費者は、内
部情報探索だけではなく、積極的に外部情報探索を行うことが推測される。さらに旅行は不















































































に加えて、実践的なリスク緩和策を提案している研究をレビューしたい（Yavas 1990; Fuchs 







することを指摘している。Fuchs and Reichel（2006a, 2006b）の実証研究（4）では、因子分析
の結果から、人為的リスク（Human inducedRisk）、金銭的リスク、サービス品質リスク
（Service quality Risk）、社会心理的リスク（Socio-Psychological Risk）、自然災害・交通事故













































また Mitchell and Vassos（1997）が指摘するように旅行商品を対象とした研究は多くない。
そのため消費者が旅行商品購買に際してもつ知覚リスクに対して、どのような緩和策が有効






































質問項目は 3 つのパート全 50 問である。最初のパートは知覚リスクのタイプについて、2
つ目のパートはリスク緩和策（6）について、最後のパートは属性に関する内容となっている（7）。
（2）データ収集


























性別 男性 1 6 18 15 10 8 17 13 12 10 15 125
女性 2 4 19 14 11 11 14 7 18 13 12 125
合計 3 10 37 29 21 19 31 20 30 23 27 250
（3）尺度・質問項目
尺度・質問項目は、先行研究（Roehl and Fesenmaier 1992;  Stone and Gronhaug 1993; 





リスク緩和策については、Mitchell and Vassos （1997）を基本とした。なぜなら旅行商品
の購買行動に関する研究において、そのリスク緩和策についてはほとんど取り上げられてこ




















平均 SD 平均 SD F値
（1,248）
インターネットの口コミからフランスの情報を収集する。 4.14 .83 3.99 .95  1.62
旅行会社でフランスの情報を収集する。 3.99 .87 3.72 .99  5.34*
決まった旅行会社の担当者からフランスの情報を収集する。 3.72 .95 3.26 1.04 13.38***
本や雑誌からフランスの情報を収集する。 4.15 .78 4.01 .83  1.85
家族や友人からフランスの情報を収集する。 3.62 .99 3.14 1.03 13.94***
テレビからフランスの情報を収集する。 3.22 1.00 2.99 1.00  3.31
フランス語を勉強する。 3.11 1.08 2.80 1.06  5.36*






平均 SD 平均 SD F値
（1,248）
インターネットの口コミからフランスの情報を収集する。 4.18 .88 3.94 .91 4.23*
旅行会社でフランスの情報を収集する。 4.02 .99 3.67 .87 8.38**
決まった旅行会社の担当者からフランスの情報を収集する。 3.59 1.09 3.37 .94 3.01
本や雑誌からフランスの情報を収集する。 4.15 .84 3.99 .77 2.50
家族や友人からフランスの情報を収集する。 3.37 1.14 3.36 .92  .01
テレビからフランスの情報を収集する。 3.10 1.06 3.08 .95  .04
フランス語を勉強する。 2.94 1.14 2.94 1.02  .00







因子分析により得られた因子得点を用いて、高 _ 知覚リスク群、高 _ 不確実性＊低 _ 結果
の重大性群、高 _ 結果の重大性＊低 _ 不確実性群、低 _ 知覚リスク群とした。その上でリス
ク緩和策を従属変数として分散分析を行った。
表 4　リスク緩和策と知覚リスクの大きさとの関係
 高 _ 知覚リスク
（n86）












4.17 .843 4.03 .809 4.18 .982 3.92 .937 1.53
旅行会社でフランスの
情報を収集する。




3.73 .999 3.70 .794 3.26 1.223 3.26 .965 4.43**
本や雑誌からフランス
の情報を収集する。
4.20 .852 4.00 .525 4.05 .804 3.99 .840 1.11
家族や友人からフラン
スの情報を収集する。
3.65 1.026 3.53 .900 2.74 1.155 3.30 .930 7.80***
テレビからフランスの
情報を収集する。
3.24 .993 3.13 1.042 2.79 1.143 3.06 .927 1.87
フランス語を勉強する。 3.07 1.125 3.23 .935 2.66 1.122 2.85 1.036 2.26
* p<.05,  *** p<.01,  *** p<.001
分散分析の結果、3 つのリスク緩和策で有意な差がみられた。Bonferroni による多重比較
の結果から、「旅行会社でフランスの情報を収集する」、「決まった旅行会社の担当者からフ
ランスの情報を収集する」において高 _ 知覚リスク群＞低 _ 知覚リスク群、「家族や友人か
らフランスの情報を収集する」においては高 _ 知覚リスク群＞低 _ 知覚リスク群に加えて、
























集する」において、有意ではなかったが、平均を比較すると、高 _ 結果の重大性＊低 _ 不確




また「家族や友人からフランスの情報を収集する」においては、高 _ 結果の重大性＊低 _
不確実性グループが、他の全てのグループより有意に低いという結果を示した。高 _ 結果の
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